
平成２９年第２回福知山市議会定例会 

質 問 者 及 び 質 問 事 項 一 覧                
 

平成２９年３月６日、７日 

質問順 氏  名 通    告    内    容  

１ 

１ 

大 槻 富美子 

 

（共産党市会議員団） 

 

質 問 予 定 日 

３月６日 

１ 施政方針について 

    

２ 子どもの貧困対策への対応について  

（１）市の貧困の現況は 

（２）就学援助制度 

（３）子どもの医療費の窓口負担 

（４）「子ども食堂」の開設 

 

３ ｅ―ふくちやま民営化後の事業展開について  

 

４ 保育行政の推進について 

 

５ 文化振興の推進について 

２ 

足 立 伸 一 

 

（市議会公明党） 

 

質 問 予 定 日 

３月６日 

１ 福知山公立大学の環境整備について 

（１）施設の耐震性、老朽化の現状と対策 

（２）財源の課題 

 

２ 新公会計制度と福知山市の取り組みについて 

・固定資産台帳整備と財務書類作成 

 

３ 医療・介護・福祉の総合的な体制づくりについて 

 

４ 市道の除雪対応について 

 ・除雪計画の執行と課題 

 

５ 林業活性化について 

３ 

森 下 賢 司 

 

（福知山未来の会） 

 

質 問 予 定 日 

３月６日 

１「新時代・福知山を拓く基盤づくり予算」を考える 

 ・新年度予算編成の基本的な考え方や、市長マニフェスト具現化に 

向けての予算への反映と展望などを問う 

 

２ 大橋市政における本市の組織機構のあり方は 

 ・新年度の組織体制構築への基本的な考え方などを問う 

   

３ 福知山公立大学のさらなる飛躍のために 

 ・「学びの拠点」が地域とともに伸びゆくために、大学設置者である 

 本市としての今後の大学づくりの考え方などを問う 



質問順 氏  名 通   告   内   容  

 2 

４ 

西 田 信 吾 

 

（希望の会） 

 

質 問 予 定 日 

３月７日 

１ 平成２８年度市長新施策の成果について 

（１）特別参与委嘱の成果 

（２）事業棚卸しの成果と新年度への反映 

 

２ 平成２９年度市長推進施策について 

（１）観光地域づくりセンター（仮称）などの新たな観光戦略 

（２）福知山産業支援センター（仮称）などによる事業者支援 

（３）地域包括ケアへの対応機能強化などの医療・介護・福祉の充実 

（４）子どもから高齢者まで市民すべてが活躍するまちづくり 

 

３ 福知山公立大学の運営について 

（１）２年目入試結果の評価 

（２）今後の運営方針など 

５ 

塩 見   聡 

 
（地域政党ふくちやま 

議員団） 

 

質 問 予 定 日 

３月７日 

１ 持続可能な財政ビジョン 

（１）各種財政指標の目標値 

（２）自治体間連携と自治体間競争 

（３）人口ビジョンを見据えた投資 

 

２ 大きく変わるまちづくりと市民協働 

 

３ 旧態依然とした役所体質との決別 

６ 

柴 田   実 

 

（福知山きずなの会） 

 

質 問 予 定 日 

３月７日 

１ 大橋市長の市政運営について 

（１）１年目を終えた段階での成果と課題 

（２）平成２９年度の予算編成において特に重きを置いた点 

（３）一般会計が緊縮型予算となったことに伴う市民サービスへの影 

   響 

 

２ 国・府・市による総合的な治水対策について  

（１）平成２８年度末における進捗状況 

（２）計画期間における事業の完全実施に向けた展望と課題 

  

３ 交通安全対策について  

 ・第 10 次福知山市交通安全計画における本市独自の取り組み 

 

４ 障がい者福祉施策の充実について 

（１）障がい者福祉施策の現状と今後の方向性 

（２）情報コミュニケーション施策推進事業の内容 

７ 

髙 橋 正 樹 

 

（蒼士会) 

 

質 問 予 定 日 

３月７日 

１ 本市における文化施設の整備について 

（１）文化芸術振興基本方針策定のねらいは 

（２）文化芸術の振興を図るための厚生会館の位置づけは 

（３）今後の方針と方向性の確定時期は 

 

２ 地域経済活性化事業の展開について 

（１）「福知山市中心市街地活性化基本計画」における位置付けは 

（２）複合施設による事業運営の採算性は 

（３）交付金事業による民間運営と管理者としての市との関わり方は 

（４）会計検査院の指摘による補助金返還の原因は 

 

３ 福知山公立大学の運営シミュレーションについて 

（１）見直しの方向性と必然性について 

（２）議会決議のとらえ方について 

 


